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会
社
へ
の
交
渉
を
訴
え
た
。 

星
事
務
局
長
か
ら
は
、
経
済
活

動
の
停
滞
、
九
万
人
に
お
よ
ぶ
解

雇
や
雇
い
止
め
に
よ
る
雇
用
悪

化
、
社
会
の
脆
弱
性
を
克
服
し
将

来
に
希
望
の
持
て
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
春
闘
課
題
、
意
義
と

目
的
の
方
針
説
明
が
あ
っ
た
。 

単
組
課
題
・
春
闘
方
針
に
つ
い

て
交
渉
形
態
別
を
代
表
し
て
、
地

場
（
小
林
明
子 

マ
イ
ヤ
労
組
）
、

中
央
交
渉
（
村
上
稜 

東
北
電
力

労
組
）
、
官
公
労
（
熊
谷
智
徳 

岩

教
組
）
か
ら
報
告
を
受
け
た
。 

最
後
に
、
梅
木
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
手
拍
子
で
締
め
、
闘

う
決
意
を
確
認
し
合
っ
た
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

鈴
木
会
圭
会
長
代
行
は
、
九
月

に
発
覚
し
た
不
正
経
理
事
案
を

捉
え
、
「
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ

せ
、
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
今
春
闘
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
て
厳
し

い
状
況
。
来
年
に
つ
な
げ
る
春
闘

に
し
て
い
き
た
い
。
経
営
者
協
会

に
連
合
の
思
い
を
伝
え
て
き
た
。

銀
行
の
現
場
窓
口
は
厳
し
い
対

応
を
し
て
い
る
。
岩
手
労
働
局
へ

の
対
応
、
県
議
会
に
も
政
府
な
ど

へ
の
請
願
を
求
め
る
。
こ
れ
か
ら

山
場
を
迎
え
る
地
場
・
中
小
の
闘

い
で
は
、
賃
金
が
難
し
い
場
合
に

は
労
働
条
件
、
環
境
改
善
な
ど
、

二
〇
一
九
年
七
月
に
転
勤
で
大
船

渡
に
赴
任
し
て
か
ら
，
早
い
も
の
で

一
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
転
勤
が
決

ま
っ
た
時
に
は
，
大
船
渡
勤
務
経
験

の
あ
る
先
輩
方
か
ら
、「
ま
ず
仕
事
の

前
に
秋
刀
魚
を
食
べ
て
こ
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
私
が
大
船
渡
の
地
で

一
番
最
初
に
食
べ
た
も
の
は
、
秋
刀

魚
だ
し
ラ
ー
メ
ン
。
「
う
，
う
ま
い
」

「
不
安
と
緊
張
の
中
、
先
輩
方
は
何

を
言
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
数

週
間
前
の
自
分
を
猛
省
。
大
船
渡
で

し
か
味
わ
え
な
い
も
の
、
楽
し
め
な

い
も
の
を
た
く
さ
ん
経
験
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

そ
ん
な
中
で 

の
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
の
拡 

大
と
緊
急
事
態 

宣
言
の
発
令
。 

三
密
と
い
う
言 

葉
が
世
の
中
に 

定
着
し
、
外
出 

す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
役
に
立
っ
た

の
が
三
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
趣
味

の
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
！
外
だ
し
、
大
勢
じ
ゃ

な
い
し
、
三
密
に
な
ら
な
い
か
ら
い

い
だ
ろ
う
と
安
易
な
考
え
。
。
。
も
ち

ろ
ん
対
策
は
行
い
な
が
ら
、
碁
石
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
や
フ
レ
ア
イ
ラ
ン
ド

尾
崎
岬
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
に
は
県
を
跨
ぎ
ま
す

が
、
気
仙
地
域
に
当
た
る
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
休
暇
村
キ
ャ
ン
プ
場
に
行

っ
て
み
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
！

オ
ス
ス
メ
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
！ 

さ
て
，
最
後
に
少
し
だ
け
ま
じ
め

な
話
を
。
弊
社
で
は
地
域
の
皆
さ
ま

へ
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
お
届
け
す

る
た
め
、
電
力
の
安
定
供
給
に
力
を

尽
く
し
て
お
り
ま
す
。
台
風
や
雷
等

の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
停
電
が
発
生

し
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
早
期
復
旧
に
向

け
全
力
で
努
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

浩
・
Ｓ 

三
月
一
〇
日
、
シ
ー
パ
ル
大
船
渡
に
お
い
て
地
域
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
予
防
対
策
で
延
期
を
し
て
い
た
地
域
討
論
集
会
を
開
催
し
た
。 

単
組
参
加
の
人
数
制
限
、
集
会
参
加
を
自
粛
し
て
い
る
単
組
も
あ
っ
て

八
単
組
二
五
名
が
参
加
し
、
二
〇
二
一
春
季
生
活
闘
争
の
共
闘
体
制
強

化
、
課
題
の
把
握
、
労
働
環
境
を
考
察
し
た
。
連
合
岩
手
か
ら
は
鈴
木

圭
会
長
代
行
が
出
席
し
県
内
の
運
動
展
開
に
つ
い
て
提
起
を
受
け
た
。 

日時：2021 年 4 月 12 日(月)18:00 

場所：シーパル大船渡 

参加要請：各単組 2 名（報告会） 

     地協幹事会役員 

▼ 終了後 
 

第 92 回気仙地区メーデー実行委員会 

参加対象：実行委員 

議題：委員会構成 

   運営事項 他 

二
〇
二
一
春
季
生
活
闘
争
を

迎
え
、
二
月
一
六
日
に
交
渉
形
態

別
に
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
単
組

状
況
や
主
な
労
働
環
境
改
善
、
付

帯
要
求
は
次
ぎ
の
と
お
り
。 

【
地
場
単
組
】 

▽
労
使
同
数
の
安
全
衛
生
委
員

会
で
毎
月
一
回
開
催
、
安
全
週
間

等
に
は
労
使
で
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
、
▽
組
合
員
平
均
九.

九
日

の
年
休
取
得
、
▽
猛
暑
手
当
の
導

入
、
▽
メ
ン
バ
ー
社
員
の
特
別
休

暇
を
無
給→

有
給
化
、
▽
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
の
小
学
校
入
学

前
ま
で
利
用
改
定
、
▽
帰
省
手

当
・
有
給
休
暇
の
積
立
制
度
の
見

直
し
要
求
、
▽
社
員
・
協
力
会
社

全
員
で
安
全
衛
生
委
員
会
を
開

催
し
啓
蒙
活
動
の
実
施
、
▽
全
組

合
員
五
日
以
上
の
年
休
取
得
、
▽

コ
ロ
ナ
応
援
が
呼
べ
な
い 

な
ど 

【
中
央
交
渉
単
組
】 

▽
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
が
例
年
同
様
に
春

闘
要
求
、
▽
産
前
休
暇
を
六
週
間

→

八
週
間
に
改
善
し
た
、
▽
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
適
用
拡

大
、
▽
社
有
車
に
よ
る
直
行
直

帰
・
在
宅
勤
務
制
度
の
要
件
緩

和
、
▽
月
例
賃
金
要
求
は
見
送

り
、
賞
与
支
給
基
準
の
見
直
し

要
求
、
▽
育
児
・
介
護
を
理
由

と
す
る
勤
務
形
態
の
柔
軟
化
・

介
護
を
理
由
と
す
る
短
時
間
勤

務
の
対
象
期
間
拡
大
要
求
な
ど 

【
官
公
労
】 

▽
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
（
ボ

ー
ナ
ス
）
は
据
置
、
春
闘
は
夏

頃
か
ら
始
ま
る
、
▽
公
民
格
差

は
民
間
を
上
回
る
も
の
の
僅

か
、
▽
休
暇
制
度
等
の
会
計
年

度
職
員
の
処
遇
改
善
、
▽
大
船

  

 
 
 
 
連合本部は、被災直後から、組合員やその家

族の安否確認、被災状況の把握、物資の確保に
奔走し、被災地域全体の早期復旧に向けて全力
を尽くした被災地の労働組合からのメッセー
ジを掲載した。元地協事務局長-森さんの寄稿
を紹介します。 

 
 
 
 

震災時、被災組合員の支援
や雇用確保など、労働組合が
果たすべき役割は大きい。想
定外の連続だったが、“絶対に
やり切る”という心意気で乗
り越えた。学んだのは、「支え
る・支えられる」ということ
だ。備えとして日々のコミュ
ニケーションこそ重要だと感
じた。 

私自身は“津波はまた来ることを前提”に
日々を生きている。警報が出たら迷わず高台に
逃げる。あれから 10 年･･･。復興が進んだこ
とに感謝したい。一方で新たな課題は、高齢化･
人口減少が進み、コミュニティ機能が低下して
いること。天災はなくせないが、協力して身を
守ることはできる。連合には、｢世の中を動か
し、人の命と権利を守る唯一の組織｣としてこ
れからも頑張ってほしい。 

森 享男 
太平洋セメント労働
組合 前中央書記長 

3 月 18 日、回答引き出しの状況について神津中央闘争
委員長は、「社会の持続性」を実現するため、分配構造の転
換につながり得る賃上げと、誰もが安心・安全に働くこと
ができる環境の実現を求め、交渉を展開している。第１先
行組合回答引き出しのヤマ場（3 月 16～18 日）において
多くの組合が回答を引き出した。 

現時点までに示された回答は、ここ数年の賃上げと労働
条件の維持・向上の流れを維持するものであり、コロナの
影響で状況に幅がある中でも、これまでの組合員の努力に
最大限報いるとともに、日本経済・社会の将来を見据えた
労使の責任を重く受け止めた結果であると認識する。 

<文中 一部省略>       とコメントを発信した。 
 

▼ 2021.3.19 付 岩手日報記事から ▲ 

賃上げ     年間一時金 

ﾄﾖﾀ自動車 平均 9,200 円ベア含むか示さず 6.0 ヵ月分 

スバル   ベア見送り定昇のみ 5.2 ヵ月分 

三菱電機  ベア 1,000 円   5.7 ヵ月分 

東  芝  ベア 1,000 円   業績連動 

 

妥結状況報告会 
 

及び 第 92 回 

気仙地区メーデー実行委員会 

渡
と
高
田
は
三
六
協
定
を
締
結
、

▽
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ

た
が
超
勤
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、

長
時
間
労
働
の
是
正
・
通
勤
手
当

の
全
県
移
動
の
対
応
課
題 

な
ど 

 

 

 


